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研究成果の概要： 
本研究は，実践的指導力を備えた教員を育成する教員養成プログラムを開発する際の指針とな

る「プロフェッショナル・ティーチング・スタンダード」を開発するための基礎研究を行った。

他大学及び諸外国で作成が進んでいる教員スタンダードに関する情報収集と分析を行った。ま

た，教員採用側が教員に求める資質能力を明らかにするために，教員採用試験募集要項を分析

し，採用側が考えている望ましい教師像を抽出した。 
 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００５年度 1,500,000 0 1,500,000 

２００６年度 500,000 0 500,000 

２００７年度 700,000 210,000 910,000 

２００８年度 700,000 210,000 910,000 

  年度  

総 計 3,400,000 420,000 3,820,000 

 
 
研究分野：教師教育学 
科研費の分科・細目：教育学・教育学 
キーワード：教師教育，教員養成，臨床経験，教育実習，連携，教員評価，省察，リフレクシ

ョン  
 
１．研究開始当初の背景 
 日本教育大学協会「モデル・コア・カリキ
ュラム」研究プロジェクトや国立大学教育実
践研究関連センター協議会では，教育現場に
おける実践・体験とそれを踏まえた研究的省
察とを旨とした「教員養成コア科目群」や教
師の職能基準と講義科目との対応の試案を
提案している。しかし，各科目のねらいや科
目群の構成枠組みが提案されているにとど
まり，それらの科目群を通してどのような資
質能力を備えた教員を養成するかは明示さ

れていないし，教育実習関連科目の評価規準
を明らかにしてはいない。日本版 PT スタン
ダードの開発は，これらの提案を具体化・実
質化する指針となる。 
 開発されたプロフェッショナル・ティーチ
ング・スタンダードを用いることで，現在設
置が検討されている専門職大学院や６年制
教員養成プログラムを編成する際に必要と
なる，体験的実習科目を基軸とした科目編成
の方針を提示できる。また，各教職専門科
目・教科専門科目の内容を設定する際に，プ
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ロフェッショナル・ティーチング・スタンダ
ード中の位置づけを考慮できる。さらに，そ
れらの新しい教員養成プログラムを通して
育成される教師像が規定可能になることと
合わせて，学部と附属がそれぞれ蓄積してき
た教育実習に関する知と経験を有機的に結
びつけることができ，「臨床教育推進室」主
導による学部－附属が連携・一体となった教
員養成体制を築くことができる。 
 
２．研究の目的 
 実践的指導力を備えた教員を育成する教
員養成プログラムを開発する際の指針とな
る「プロフェッショナル・ティーチング・ス
タンダード」を開発し実用化することを目的
とする。この目的達成のために，本研究では
次の５点について検討する。 
(1) 米国における州および連邦レベルのプロ
フェッショナル・ティーチング・スタンダー
ドの基本枠組みは何か？ 
米国における教員養成および教員免許認
定・更新は，現職教師や教職志望学生が備
えるべき資質能力を広範かつ客観的に示
す PT スタンダードに準拠している。そこ
で，先進的な取り組みをしている米国のプ
ロフェッショナル・ティーチング・スタン
ダードの特質を明らかにした上で，日本の
教師教育への適用可能性を検討する。 

(2) 21 世紀の子どもたちを支援する教師に期
待される「望ましい教師像」は何か？ 
日本の各県等教育委員会では独自の「教師
像」に基づき教員を採用・選考する。一方，
教員養成大学・学部の各教職専門科目や教
科専門科目ではどのような教師を育てる
か明確でない。そこで，教員採用側（教育
委員会）及び教員養成側（大学・附属学校）
が捉える「望ましい教師像」を明らかにす
る。 

(3) 教員養成の各学年段階で育成される実践
的指導力の基礎は何か？ 
教員養成カリキュラムに多く導入されて
いる体験的実習科目において教師として
の発達段階・成長過程に合わせてどのよう
な体験と省察を提供する科目を設定すれ
ばよいか実証的に明らかにする。いわば教
員養成版“学習指導要領”の開発と実施に
より体験的実習科目の到達目標と評価基
準を規定する。 

(4) ティーチング・ポートフォリオをどのよ
うに使えば効果的なリフレクションを促進
できるか？ 
作成したティーチング・ポートフォリオを
活用したリフレクションの促進には，自己
評価・学生間相互評価・実習校の指導教員
および大学教員とのカンファレンスをど
のように連携させればよいか，自己評価を
さらに精錬するための相互評価の設定方

法や学部・附属学校教員の関わり方を検討
する。 

(5) 教育実習における教員養成学部教員－附
属学校教員連携システムはどのようなもの
か？ 
開発したプロフェッショナル・ティーチン
グ・スタンダードに準拠した体験的実習科
目を教員養成学部入学から卒業までを通
して附属学校で実施するために，学部教員
は，担当科目とプロフェッショナル・ティ
ーチング・スタンダードの関連をどのよう
に図ればよいのか，附属学校教員とどのよ
うに連携しながら教職志望学生の成長を
支援するか，Teacher Educator としての教
育学部教員の在り方を明らかにする。 

 
３．研究の方法 
(1) 信州大学教育学部「臨床教育推進室」設
置による学部－附属の連携のあり方の検討 
「臨床教育推進室」が中心となって体系的
な臨床経験科目を企画・実施する中での，
教科専門科目・教科教育科目・教職科目等
を担当する学部教員や附属学校園・関連教
育機関教職員との連携のあり方を提案す
る。このような体制で臨床経験科目を実
施・研究しながら，学部教員が臨床経験科
目や附属学校園の教育活動に積極的に関
わる体制を整えることは，教員養成学部と
してのあり方の新提案につながる。 

(2) 教員養成系大学・学部における教育実習
関連科目のシラバスの収集及び同附属学校
園における教育実習の評価規準の収集と分
析 
教育実習の実施状況（期間・実習校等）に
ついては，国立大学教育実践研究関連セン
ター協議会教育実践教師教育部会や日本
教育大学協会教育実習部門による実態調
査が行われているが，教育実習の目的やね
らい，そして実習校における評価観点・規
準に焦点化した研究は行われていない。そ
こで，教員養成系大学・学部および同附属
学校園は教育実習生にどのような資質能
力を身につけさせようとしているのかを
明らかにするために，教育実習（関連科目
も含む）のシラバスと評価観点・規準を収
集し，学年段階ごとの指導の重点移行を視
点に分析を行う。 

(3) 都道府県・政令指定都市における教員採
用試験募集要項の収集及び教員評価検討委
員会や指導力不足教員検討委員会等の審議
記録の収集と分析 
教員採用試験の募集要項に「選考における
評価観点」が最近になって明示されるよう
になった。また，指導力不足教員検討委員
会等では教員に求められる資質能力が審
議されている。そこで，教員免許を発行し
教員を採用する教育委員会はどのような



 

 

資質能力を身につけた教員を求めている
のかを明らかにするために，教員採用試験
募集要項や指導力不足教員検討委員会等
の審議記録を収集する。 

(4) 米国における州レベルおよび連邦レベル
のプロフェッショナル・ティーチング・スタ
ンダードの収集と分析 
米 国 で 作 成 さ れ て い る 連 邦 レ ベ ル
(INTASC，NBPTS，NCATE 等)や州レベ
ル（例えば，イリノイ州の場合は Illinois 
Professional Teaching Standards）のプロ
フェッショナル・ティーチング・スタンダ
ードを収集する。また，プロフェッショナ
ル・ティーチング・スタンダードに基づく
教員養成・教員免許認定・教員採用を行っ
ている大学研究者や州教育委員会を訪問
し，プロフェッショナル・ティーチング・
スタンダードの開発理念を，特に日本の教
師教育への適用可能性を考慮しながら調
査する。合わせて，プロフェッショナル・
ティーチング・スタンダードに基づく教員
養成を行っている大学研究者を訪問し，プ
ロフェッショナル・ティーチング・スタン
ダードに準拠した教員養成カリキュラム
を編成するための教員養成大学・学部側の
対応を実地調査する。そして，Professional 
Development School における教員研修体
制や NBPTS のような資格認定システムに
おけるプロフェッショナル・ティーチン
グ・スタンダードの位置づけや実際に教師
に育成される実践的指導力の内実を検証
する。 

(5) 米国におけるポートフォリオの活用に関
する資料収集 
米国の教師教育，特に教員養成段階におけ
るティーチング・ポートフォリオの実践報
告やそれらを支える理論研究に関する文
献・資料を収集したり，ティーチング・ポ
ートフォリオについて先駆的な研究・実践
を行っている国内外の研究者や実践者を
訪問・参観したりしながら，ティーチン
グ・ポートフォリオの構成要素とプロフェ
ッショナル・ティーチング・スタンダード
との関係を中心に分析する。 

(6) 教員養成初期段階におけるプロフェッシ
ョナル・ティーチング・スタンダードの試行
的作成 
成果を総括し，臨床経験科目で実践するた
めのプロフェッショナル・ティーチング・
スタンダードを開発，そして，それに基づ
く１年次生対象の臨床経験科目の内容構
成を検討する。 

 
４．研究成果 
(1) 「信州大学教育学部臨床教育推進室」に
おいて，教育学部附属学校園及び長野市・松
本市内小・中学校の教職員との連携を推進し

ながら，教職志望学生，特に１・２年次生の
臨床経験の内容と評価について検討した。そ
の結果，「教育臨床基礎」「地域教育演習」等
の授業科目において，教職志望学生に臨床経
験の場を提供することができた。 
(2) 他大学及び諸外国で作成が進んでいる教
員スタンダードに関する情報収集を行った。
特に，次の２つの教員スタンダードを中心に
情報収集を行った。その結果，教員養成段階
における臨床経験に対応するスタンダード
を作成する際には，現職教員研修における活
用を視野に入れる必要性が明らかになった
ことと合わせて，教員養成初期段階における
臨床経験においても，学生の課題意識を明確
にした上で活動に参加することの有効性が
検証された。 
①鳴門教育大学において開催された，教員養
成教育に関する国際シンポジウム「教員養成
教育における学生の教育実践力育成と認定
（出口）評価のあり方－教育実践力評価スタ
ンダードの開発と意義－」に出席した。「授
業構想力」「授業展開力」「授業評価力」の３
観点から構成される「授業実践力評価スタン
ダード（鳴門スタンダード）」は，教育実習
開始前，学部卒業時，10 年経験者研修時とい
う３つの段階に対応している。 
②米国ワシントンＤＣにて開催された
NBPTS (National Board for Professional 
Teaching Standards) 年次大会に出席した。
５つの Core Propositions を基本として，学
校段階及び教科・領域に対応してスタンダー
ドが設定されており，スタンダードを満たす
ことを証明することによって，優秀な現職教
員は National Board Certified Teachers と
して認定される。 
(3) 教育委員会はどのような資質能力を身に
つけた教員を求めているのかを明らかにす
るために，教員採用試験募集要項を分析し，
採用側が考えている望ましい教師像を抽出
した。例えば，長野県では，①子どもが好き
で，教育への情熱と心身のたくましさを持っ
ている人，②豊かな人間性と広い視野を持ち，
子どもの前で正直になれる人，③幅広い教養
と教科の専門的な知識・技術を持ち，常に向
上しようとする人，④創造性，積極性及び行
動力を持っている人，⑤同僚や保護者などと
協力し，共に汗を流す意欲のある人，の５点
を募集要項で「求める教師像」として提示し
ている。これらは，中央教育審議会答申「今
後の教員養成・免許制度の在り方について」
において教職実践演習（仮称）や免許更新講
習で含めるべき事項である，①使命感や責任
感，教育的愛情等，②社会性や対人関係能力，
③幼児児童生徒理解や学級経営等，④教科・
保育内容等の指導力，と関連している一方，
教員養成段階だけでは十分に身につけるこ
とが難しい観点も含まれていることがわか



 

 

った。 
(4) LiveText 社が開催したワークショップ
（於：米国イリノイ州シカゴ）に参加し，教
師としての成長を蓄積するティーチング・ポ
ートフォリオの効果的な利用に関する情報
収集を行った。その結果，INTASC をはじめ
とする米国の教師教育において用いられて
いるティーチング・スタンダードの基本構造
を分析して，日本における教員養成に適用可
能なティーチング・スタンダードのあり方を
検討することができた。また，構築されたテ
ィーチング・ポートフォリオ・サーバを用い
て，INTASC スタンダードに基づいて，教員
養成初期段階における「臨床の知」の収集と
分析を行った。また，半構造化面接法による
聞き取り調査も行った結果，教職志望学生が
「教育臨床基礎」を通して経験し学んだこと
を明らかにすることができた。 
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